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令和7年度事業計画

1 . 1 活動の進め方に関する基本的考え方

今年も、従来からの基本理念を堅持しつつ、お互いさまの精神で、出来る人が出来ることを少しづ

っして、支え合いながら自治会に入っていてよかったと実感出来る活動を模索展開してまいります。

特に最近、武蔵台地区も含め圏内の広い地域での住宅強盗事件が連続発生しており文、高齢者を狙

つての悪質な詐欺事件等々被害も多発しています。

自治会として出来る地域防犯対策はないか、皆さんと一緒に知恵を出し合い、安心安全に住み続けら

れる武蔵台を目指します。

文、 f地域として、高齢化を迎えた自治会の在り方」についても検討してまいります。

1. 2 

( 1 ）地域の人と人との交流促進

自治会活動の目的の一つが地域住民の交流です。

夏祭り・体育祭・新春の集い等々のイベントは大切にしたい事業です。

特lこt恒例行事となっている夏祭りは、暑い中準備や応援に駆り出される苦労が重みになっている方

もおられますので、なるべく簡素化を図りながら、楽しい夏祭りが出来るよう検討してまいります。

また、各専門部の取り組みに於いては、防犯・環境パトロールや、団地内大掃除等の活動、武蔵台

サロン、くりくり体操、各種スポーツ等のイベントで親しくなり、個人的に交流が始まることもあり

ます。

ご近所に知り合いが沢山出来ることで、困った時に相談に乗ってもらえることもあり、心強く感じ

てもらえるよう交流の場を推進していきます。

人と人との交流は、新たな会員を迎えるとともに、既存の会員の減少傾向を和らげる一助になるも

のと確信しています。

(2）地域の安全 ・環境への取り組み

従来から執り行っている取組を継承し、メリハリをつけた活動を展開してまいります。

① 地域防犯に関する以下の具体策を検討します。

ア防犯カメラの設置を費用を勘案して今年も 1台取り付けを検討します。

イ困った時の連絡先確保等について（不審者らしき情報、病気、災害等）

ウ．犯罪や交通事故の無い街づくりについて（安全パトロールの強化を図る）

②異常気象が原因の自然災害が毎年必ずと言ってもいいほど各地で発生しています。

いつ私達の身の回りに発生するかも分からず油断は禁物です。

災害時には住民間士の助け合いが欠かせません。

阪神・淡路大震災では救助された人のおよそ8害ljが家族や地域の人に助けられたことが分かつていま

す。

大規模災害が発生した直後は、公共の支援が届きにくいだけではなくf静Eが混乱しやすい状況です。

普段から自治会を通した交流があれば避難や支援などのf静量を共有しやすくなります。

このことから、自主防災組織の有機的な定着化を図ってまいります。

③ 街の美化環境は住む人の心を癒し、隙の無い整然とした街は防犯面で、も一樹旦っています。

道路美化ボランティア活動の協力と行政にも働き掛けを行い、作業の負担斡球に結び付けられるよう

に取り組みをしてまいります。
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(3）広報活動の充実

地域内の出来事や自治会の勤きが、皆様に迅速、適確にわかり易く情報伝達出来るように広報誌「武

蔵台だよりJと「武蔵台ニュースJの発行を行なうと同時に、ホームページの更新は適時に行なうよ

う努めてまいります。

(4）移送サービスの充実

団地内の自由な移動手段として活用して頂いている「おりつる号」の利用者は、高齢者や軽度の

要介護者など大変多くなってきました。

今や、移送サービスlま武蔵台にとっては無くてはならないものと実感しています。

一方、支える側の「ドライバーさんJ、コーディネーター業務等々、人出不足も喫緊の課題となって

います。安心安全の送迎サービスの提供が出来るようボランティアへの感謝も念頭にサポート体制構

築に注力していきます。

(5）関係団体との連携強化

地域の活性化の実現と将来のあるべき姿を描きながら、関係団体と互いに持ち場の強みを生かしなが

ら、住み良い街づくりに向け稲値的に協働し取り組んでいきます。

(6）行政との連携強化

自治会単独では解決できない諸課題も多く山積しております。

行政との連携を密に信頼関係を築き上げ、諸問題の解決に向け取り組んでいきます。

今年度も緊急性 ・拡大性のある問題点を精査し、区長要望として3件の課題を提出してまいります。

（フ）会貝lj.規則の一部見直し検討

時代の変化と共に運用面において見直しの必要な部分や条文で不明瞭な個所もあることから、見直し

検討を行いたいと思います。


